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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ日本企業外債ファンド

（為替ヘッジあり／部分為替ヘッジあり）
2015－06」は、このたび、第 2期の決算を行
ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ日本企業外債ファンド
（為替ヘッジあり／部分為替ヘッジあり）

2015－06

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 単位型投信／海外／債券
信 託 期 間 約 4年11カ月間（2015年 6 月30日～2020年 6 月 8 日）
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざし

て運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ日本企業外債マザーファンド

2015－06の受益証券
ダイワ日本企業
外債マザーファ
ンド2015－06

米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての
社債等

ベビーファンド
の 運 用 方 法

①主として、マザーファンドの受益証券を通じて、日
系企業が発行する外貨建ての社債等（劣後債を除きま
す。以下同じ。）に投資することにより、安定した収
益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行
ないます。
　※�日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をい

います。
　※�社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が

発行する債券を含みます。
②マザーファンドの受益証券の組入比率は、通常の状
態で高位に維持することを基本とします。
③保有実質外貨建資産については、（為替ヘッジあ
り）においては為替変動リスクを低減するため、為替
ヘッジを行ないます。（部分為替ヘッジあり）におい
ては純資産総額の70％をめどに対円で為替ヘッジを行
ないます。
　※�保有実質外貨建資産とは、当ファンドが保有する

外貨建資産およびマザーファンドが保有する外貨
建資産のうち当ファンドに属するとみなした外貨
建資産をいいます。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ�．投資対象は、主として日系企業が発行する米ド

ル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等とします。
　　※�必ずしも、上記通貨のすべてが組み入れられる

わけではありません。
　ロ�．流動性の確保およびポートフォリオの修正デュ

レーションの調整のため、米ドル、ユーロおよび
豪ドル建ての海外の国債やコマーシャル・ペー
パー等に投資することがあります。

　ハ�．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当
以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッチのいず
れかでＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ
3以上）とします。

　ニ�．ポートフォリオの修正デュレーションは、当
ファンドの残存年数＋0. 3（年）以内とすること
をめざします。

②為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則
として行ないません。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後の配当等
収益のうちいずれか多い額とし、原則として、経費控
除後の配当等収益の中から分配することをめざしま
す。ただし、基準価額の水準等を勘案し、元本超過額
も含めて分配を行なうことがあります。なお、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミ
リーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド
（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。



ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

★ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2015年 6 月30日） 10, 000 ― ― ― ― ― ― 100. 0 
1 期末（2015年12月 8 日） 9, 954 75 29 0. 3 0. 7 98. 0 ― 100. 0 
2 期末（2016年 6 月 8 日） 10, 117 90 253 2. 5 3. 0 88. 8 ― 100. 0 

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2）�公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06
ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

■基準価額・騰落率
期　首： 9, 954円
期　末：10, 117円（分配金90円）
騰落率：2. 5％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を通じて、日系企業が発行する外貨建
て債券に投資を行なった結果、債券からの利息収入や債券価格の上昇などがプラスに寄与し、基準価
額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

★為替ヘッジあり

《運用経過》
基準価額等の推移について

流　用
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年12月 8 日 9, 954 ― 98. 0 ―

12月末 9, 903 △� 0. 5 95. 9 ―
2016年 1 月末 10, 053 1. 0 98. 0 ―

2 月末 10, 062 1. 1 92. 1 ―
3 月末 10, 101 1. 5 91. 3 ―
4 月末 10, 122 1. 7 90. 2 ―
5 月末 10, 156 2. 0 91. 1 ―

（期末）2016年 6 月 8 日 10, 207 2. 5 88. 8 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

投資環境について

○海外債券市況
米国では、2015年12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で政策金利が0. 25％ポイント引き上
げられました。しかし2016年に入ると、原油価格や中国株の下落などから安全資産への需要が強ま
り、金利は大幅に低下しました。
日系企業の外貨建て債券については、スプレッド（国債に対する上乗せ金利）は縮小し、利回りは
低下しました。

前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、為替ヘッジを行なってまいります。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回りの金融セクターを中心に投資を行
なうことにより高いポートフォリオ利回りを維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行なってまいります。

ポートフォリオについて

○当ファンド
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないました。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、流動性が高く、利回りに妙味のある金融セクターを
中心としたポートフォリオを維持しました。

流　用
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は90円といたしました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における純資産額の元本超過額167, 577, 910円が、経費控除後の配当等収益
84, 956, 864円を超過しているため、純資産額の元本超過額167, 577, 910円（ 1万口当り206. 74円）
を分配対象額として、うち72, 950, 340円（ 1万口当り90円）を分配金額としております。

《今後の運用方針》
○当ファンド

「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、為替ヘッジを行なってまいります。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回りの金融セクターを中心に投資を行
なうことにより高いポートフォリオ利回りを維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行なってまいります。

流　用
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 12. 9～2016. 6. 8）
金　　額 比　　率

信託報酬  27円 0. 270％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は10, 071円です。

（投信会社）  （16）  （0. 162） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （10）  （0. 094） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  1   0. 009  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （0）  （0. 005） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （0）  （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　計  28   0. 279  

（注 1 ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果
です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2 ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3 ）比率欄は 1 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用

2

2690_2691dam_交付_.indb   2 2016/07/11   11:27:12

6



ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

■利害関係人との取引状況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2016年 6 月 8 日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06 7, 832, 888 94. 4 

コール・ローン等、その他 462, 649 5. 6 
投資信託財産総額 8, 295, 538 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 6月 8日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
107. 12円です。

（注 3）�ダイワ日本企業外債マザーファンド2015-06において、当期末における外貨
建純資産（10, 348, 519千円）の投資信託財産総額（10, 389, 328千円）に対
する比率は、99. 6%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2015年12月 9 日から2016年 6 月 8 日まで）
設 定 解 約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06

千口 千円 千口 千円

629, 409 590, 000 ― ― 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年 6 月 8 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 16, 081, 545, 769円

コール・ローン等 371, 343, 529  
ダイワ日本企業外債マザーファンド
2015－06（評価額） 7, 832, 888, 868  
未収入金 7, 877, 313, 372  

（Ｂ）負債 7, 881, 324, 777  
未払金 7, 786, 006, 940  
未払収益分配金 72, 950, 340  
未払信託報酬 22, 034, 216  
その他未払費用 333, 281  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 8, 200, 220, 992  
元本 8, 105, 593, 422  
次期繰越損益金 94, 627, 570  

（Ｄ）受益権総口数 8, 105, 593, 422口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 117円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 117円です。

■損益の状況
当期　自2015年12月 9 日　至2016年 6 月 8 日

項 目 当 期
（Ａ）配当等収益 △ � 7, 440円

受取利息 18, 306  
支払利息 △� 25, 746  

（Ｂ）有価証券売買損益 1, 041, 617, 849  
売買益 1, 045, 216, 785  
売買損 △� 3, 598, 936  

（Ｃ）有価証券評価差損益 △�  814, 641, 870  
（Ｄ）信託報酬等 △�  22, 378, 297  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 204, 590, 242  
（Ｆ）前期繰越損益金 △�  37, 012, 332  
（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） 167, 577, 910  
（Ｈ）収益分配金 △�  72, 950, 340  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 94, 627, 570  
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3）�収益分配金の計算過程は 5ページをご参照ください。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06 7, 942, 366 8, 571, 775 7, 832, 888 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015－06

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 90円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申告
不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

★ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2015年 6 月30日） 10, 000 ― ― ― ― ― ― 100. 0 
1 期末（2015年12月 8 日） 9, 979 75 54 0. 5 1. 2 98. 0 ― 100. 0 
2 期末（2016年 6 月 8 日） 9, 802 75 △� 102 △� 1. 0 △� 0. 5 89. 6 ― 100. 0 

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2）�公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06
ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

■基準価額・騰落率
期　首：9, 979円
期　末：9, 802円（分配金75円）
騰落率：△1. 0％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を通じて、日系企業が発行する外貨建
て債券に投資を行なった結果、債券からの利息収入や債券価格の上昇などがプラスに寄与した一方、
米ドル円の下落（円高）がマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境に
ついて」をご参照ください。

★部分為替ヘッジあり

《運用経過》
基準価額等の推移について

流　用 流　用

（円）
10, 100

10, 000

9, 900

9, 800

9, 700

9, 600

（億円）
50

40

30

20

10

0
期　首

（2015. 12. 8）
期　末

（2016. 6. 8）

基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年12月 8 日 9, 979 ― 98. 0 ―

12月末 9, 867 △� 1. 1 96. 4 ―
2016年 1 月末 10, 022 0. 4 97. 3 ―

2 月末 9, 871 △� 1. 1 92. 9 ―
3 月末 9, 891 △� 0. 9 92. 3 ―
4 月末 9, 855 △� 1. 2 90. 5 ―
5 月末 9, 917 △� 0. 6 91. 2 ―

（期末）2016年 6 月 8 日 9, 877 △� 1. 0 89. 6 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

投資環境について

○海外債券市況
米国では、2015年12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で政策金利が0. 25％ポイント引き上
げられました。しかし2016年に入ると、原油価格や中国株の下落などから安全資産への需要が強ま
り、金利は大幅に低下しました。
日系企業の外貨建て債券については、スプレッド（国債に対する上乗せ金利）は縮小し、利回りは
低下しました。
○為替相場

原油価格の下落やリスク回避姿勢の高まりなどを受けて円高米ドル安で推移し、期首と比較すると
米ドルは対円で下落しました。

前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行なってまいります。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回りの金融セクターを中心に投資を行
なうことにより高いポートフォリオ利回りを維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行なってまいります。

流　用

13
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

ポートフォリオについて

○当ファンド
「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行ないました。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、流動性が高く、利回りに妙味のある金融セクターを
中心としたポートフォリオを維持しました。

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は75円といたしました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における経費控除後の配当等収益が28, 047, 333円であり、純資産額の元本超過額がな
いため、経費控除後の配当等収益28, 047, 333円（ 1万口当り103. 62円）を分配対象額として、うち
20, 300, 563円（ 1万口当り75円）を分配金額としております。

流　用

14
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

流　用

《今後の運用方針》
○当ファンド

「ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変
動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行なってまいります。
○ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回りの金融セクターを中心に投資を行
なうことにより高いポートフォリオ利回りを維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行なってまいります。

15
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

流　用

1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 12. 9～2016. 6. 8）
金　　額 比　　率

信託報酬  27円 0. 270％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は9, 888円です。

（投信会社）  （16）  （0. 162） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （9）  （0. 094） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  1   0. 009  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （0）  （0. 005） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （0）  （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　計  28   0. 279  

（注 1 ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果
です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2 ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3 ）比率欄は 1 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

■利害関係人との取引状況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2016年 6 月 8 日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06 2, 556, 587 95. 4 

コール・ローン等、その他 124, 276 4. 6 
投資信託財産総額 2, 680, 863 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 6月 8日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
107. 12円です。

（注 3）�ダイワ日本企業外債マザーファンド2015-06において、当期末における外貨
建純資産（10, 348, 519千円）の投資信託財産総額（10, 389, 328千円）に対
する比率は、99. 6%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2015年12月 9 日から2016年 6 月 8 日まで）
設 定 解 約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06

千口 千円 千口 千円

139, 596 130, 000 ― ― 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年 6 月 8 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 4, 544, 736, 375円

コール・ローン等 102, 517, 256  
ダイワ日本企業外債マザーファンド
2015－06（評価額） 2, 556, 587, 339  
未収入金 1, 885, 631, 780  

（Ｂ）負債 1, 891, 507, 849  
未払金 1, 863, 872, 911  
未払収益分配金 20, 300, 563  
未払信託報酬 7, 225, 232  
その他未払費用 109, 143  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 653, 228, 526  
元本 2, 706, 741, 802  
次期繰越損益金 △� 53, 513, 276  

（Ｄ）受益権総口数 2, 706, 741, 802口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 802円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 802円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は53, 513, 276円です。

■損益の状況
当期　自2015年12月 9 日　至2016年 6 月 8 日

項 目 当 期
（Ａ）配当等収益 △�  2, 369円

受取利息 4, 949  
支払利息 △� 7, 318  

（Ｂ）有価証券売買損益 249, 812, 349  
売買益 250, 207, 632  
売買損 △� 395, 283  

（Ｃ）有価証券評価差損益 △ � 270, 112, 945  
（Ｄ）信託報酬等 △�  7, 345, 175  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △�  27, 648, 140  
（Ｆ）前期繰越損益金 △�  5, 564, 573  
（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △ � 33, 212, 713  
（Ｈ）収益分配金 △�  20, 300, 563  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △�  53, 513, 276  
（注 1）�有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3）�収益分配金の計算過程は13ページをご参照ください。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ日本企業外債
マザーファンド2015－06 2, 658, 157 2, 797, 753 2, 556, 587 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ日本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015－06

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 75円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申告
不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06
運用報告書　第 2 期　（決算日　2016年 6 月 8 日）

（計算期間　2015年12月 9 日～2016年 6 月 8 日）

ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06の第 2期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等

運 用 方 法

①主として、日系企業が発行する外貨建ての社債等（劣後債を除きます。以下同じ。）に投資
することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
　※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をいいます。
　※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が発行する債券を含みます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ�．投資対象は、主として日系企業が発行する米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等と
します。

　　※必ずしも、上記通貨のすべてが組み入れられるわけではありません。
　ロ�．流動性の確保およびポートフォリオの修正デュレーションの調整のため、米ドル、ユー
ロおよび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャル・ペーパー等に投資することがありま
す。

　ハ�．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッ
チのいずれかでＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ ３以上）とします。

　ニ�．ポートフォリオの修正デュレーションは、当ファンドの残存年数＋0. 3（年）以内とす
ることをめざします。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
株式組入制限 純資産総額の10％以下
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ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

年 　月 　日 基　準　価　額 公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年12月 8 日 10, 145 ― 98. 1 ―

12月末 9, 890 △� 2. 5 98. 0 ―
2016年 1 月末 10, 076 △� 0. 7 97. 4 ―

2 月末 9, 500 △� 6. 4 97. 2 ―
3 月末 9, 474 △� 6. 6 97. 0 ―
4 月末 9, 264 △� 8. 7 93. 2 ―
5 月末 9, 408 △� 7. 3 93. 0 ―

（期末）2016年 6 月 8 日 9, 138 △� 9. 9 93. 0 ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）�公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3）�債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）�当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

■当期中の基準価額の推移

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 0  
（保管費用） （� 0） 
（その他） （� 0） 

合 計 0  
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出方法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の
概要をご参照ください。

（注 2）�各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：10, 145円　期末：9, 138円　騰落率：△9. 9％

【基準価額の主な変動要因】
主として日系企業が発行する外貨建て債券に投資を行なった結果、

債券からの利息収入や債券価格の上昇などがプラスに寄与した一方、
米ドル円の下落（円高）がマイナス要因となり、基準価額は下落しま
した。

◆投資環境について
○海外債券市況

米国では、2015年12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で
政策金利が0. 25％ポイント引き上げられました。しかし2016年に入
ると、原油価格や中国株の下落などから安全資産への需要が強ま
り、金利は大幅に低下しました。
日系企業の外貨建て債券については、スプレッド（国債に対する

上乗せ金利）は縮小し、利回りは低下しました。
○為替相場

原油価格の下落やリスク回避姿勢の高まりなどを受けて円高米ド
ル安で推移し、期首と比較すると米ドルは対円で下落しました。

◆前期における「今後の運用方針」
今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回り

の金融セクターを中心に投資を行なうことにより高いポートフォリ
オ利回りを維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて
日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、流動性が高く、利回

りに妙味のある金融セクターを中心としたポートフォリオを維持しま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび

参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
今後も、主として日系企業の米ドル建て債券に投資し、高利回りの金

融セクターを中心に投資を行なうことにより高いポートフォリオ利回り
を維持し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用
を行なってまいります。

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

8, 500
期　首

（2015. 12. 8）
期　末

（2016. 6. 8）

基準価額

19



ダイワ日本企業外債マザーファンド2015－06

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2015年12月 9 日から2016年 6 月 8 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp（日本） 2. 45% 2019/10/16 222, 946 Toyota Motor Credit Corp（アメリカ） 2. 75% 2021/5/17 228, 719 
Central Nippon Expressway Co Ltd（日本） 2. 369% 2018/9/10 122, 199 
Mitsubishi Corp（日本） 1. 875% 2017/7/13 66, 257 
Suntory Holdings Ltd（日本） 1. 65% 2017/9/29 60, 279 
Mitsubishi Corp（日本） 2. 875% 2018/7/18 50, 844 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 88, 065 90, 173 9, 659, 373 93. 0 ― 34. 8 42. 4 15. 8 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

買 付 額 売 付 額

外
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ 社 債 券 4, 608 2, 084 
（� ―）     

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公 社 債

（2015年12月 9 日から2016年 6 月 8 日まで）
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（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ JAPAN FIN.  CORP.  MUNI.  ENT. 特殊債券 2. 3750 4, 000 4, 010 429, 551 2025/02/13 
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3. 2000 7, 500 7, 729 827, 935 2025/03/26 
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3. 0000 2, 000 2, 051 219, 713 2023/01/18 
Mitsubishi Corp 社 債 券 1. 8750 2, 600 2, 620 280, 742 2017/07/13 
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2. 4500 4, 915 4, 996 535, 245 2019/10/16 
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 1. 6500 1, 500 1, 502 160, 909 2017/09/29 
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 2. 5500 5, 900 5, 982 640, 849 2019/09/29 
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 2. 7500 1, 500 1, 563 167, 502 2021/05/17 
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2. 1250 3, 700 3, 722 398, 737 2020/03/03 
Sumitomo Mitsui Trust Bank Ltd 社 債 券 1. 8000 7, 100 7, 113 762, 012 2018/03/28 
Japan Tobacco Inc 社 債 券 2. 1000 1, 000 1, 012 108, 405 2018/07/23 
ORIX Corp 社 債 券 3. 7500 4, 000 4, 068 435, 866 2017/03/09 
ORIX Corp 社 債 券 2. 9500 1, 000 1, 018 109, 086 2020/07/23 
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2. 3690 1, 000 1, 017 108, 959 2018/09/10 
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2. 1700 3, 300 3, 338 357, 610 2019/08/05 
AMERICAN HONDA FINANCE 社 債 券 2. 2500 2, 000 2, 053 219, 960 2019/08/15 
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 2. 6250 1, 000 1, 034 110, 770 2023/01/10 
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 3. 4000 3, 000 3, 231 346, 140 2021/09/15 
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3. 9500 5, 000 5, 421 580, 751 2023/07/19 
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The 社 債 券 3. 2500 7, 500 7, 760 831, 302 2024/09/08 
Nomura Holdings Inc 社 債 券 2. 7500 7, 500 7, 643 818, 801 2019/03/19 
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社 債 券 2. 5000 7, 500 7, 583 812, 301 2020/03/09 
Mitsubishi Corp 社 債 券 2. 8750 1, 130 1, 161 124, 428 2018/07/18 
Mitsubishi Corp 社 債 券 3. 3750 2, 420 2, 537 271, 787 2024/07/23 

合　計
銘柄数 24銘柄 
金　額 88, 065 90, 173 9, 659, 373 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年 6 月 8 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 9, 659, 373 93. 0 
コール・ローン等、その他 729, 954 7. 0 
投資信託財産総額 10, 389, 328 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 6月 8日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
107. 12円です。

（注 3）�当期末における外貨建純資産（10, 348, 519千円）の投資信託財産総額
（10, 389, 328千円）に対する比率は、99. 6%です。
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■損益の状況
当期　自2015年12月 9 日　至2016年 6 月 8 日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 128, 054, 329円

受取利息 128, 058, 041  
支払利息 △� 3, 712  

（Ｂ）有価証券売買損益 △�  1, 212, 856, 862  
売買益 218, 835, 282  
売買損 △� 1, 431, 692, 144  

（Ｃ）その他費用 △�  513, 194  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △�  1, 085, 315, 727  
（Ｅ）前期繰越損益金 154, 119, 757  
（Ｆ）追加信託差損益金 △�  49, 006, 232  
（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △�  980, 202, 202  

次期繰越損益金（Ｇ） △�  980, 202, 202  
（注）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場

合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年 6 月 8 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 10, 389, 328, 028円

コール・ローン等 657, 273, 801  
公社債（評価額） 9, 659, 373, 494  
未収利息 71, 058, 466  
前払費用 1, 622, 267  

（Ｂ）負債 565  
その他未払費用 565  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 10, 389, 327, 463  
元本 11, 369, 529, 665  
次期繰越損益金 △� 980, 202, 202  

（Ｄ）受益権総口数 11, 369, 529, 665口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 138円

＊�期首における元本額は10, 600, 523, 433円、当期中における追加設定元本額は
769, 006, 232円、同解約元本額は 0円です。
＊�当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2015-06　8, 571, 775, 956円、ダイワ日
本企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2015-06　2, 797, 753, 709円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 138円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は980, 202, 202円です。
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